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人口50，578

　男24，044

　女26，陥4
世帯敷　　9，679

今月の納税

z
マ

薄
・
’

差

）
期
期
4
日

3
第
1

　
　
（
3

佛
料
月

　
　
険
O

税
保
－

民
綴
議

秋季交通安全運動蝉

道
路
環
境
の
改
善

安
全
な
横
断
の
確
保

す
。
こ
の
合
言
葉

を
職
場
に
、
町
内

に
、
隣
り
組
に
そ

し
て
家
庭
に
ま
で

広
げ
て
胸
互
に
は

げ
ま
し
合
ろ
こ
と

が
大
切
で
は
な
い

で
し
よ
う
か
。

◎
道
路
環
境
改
善

①
子
供
の
路
上
の

遊
び
は
危
険
で

す
か
ら
や
め
さ

せ
ま
し
よ
う
。

　
十
月
二
十
一
日
か
ら
三
十
日
ま
で
②
路
上
で
の
立
話
し
や
、
横
に
な
ら

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
が
行
な
わ
　
　
ん
で
歩
く
こ
と
は
危
険
だ
け
で
な

れ
ま
す
。
運
転
者
も
歩
行
者
も
お
互
　
　
く
交
通
の
さ
ま
た
げ
に
な
り
ま
す

に
反
省
し
合
っ
て
交
通
事
故
防
止
に
　
か
ら
や
め
ま
し
よ
う
。

御
協
力
下
さ
い
。
川
治
小
学
校
は
県
⑨
路
上
に
看
板
、
空
箱
資
材
等
の
物

の
変
通
安
全
指
定
校
で
す
が
「
い
つ
　
　
件
を
出
さ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
よ

で
も
、
ど
こ
で
も
、
だ
れ
で
も
、
み
　
　
う
。

ん
な
で
交
通
規
則
を
ま
も
ろ
う
」
こ
④
無
許
可
の
道
路
上
で
作
業
や
は
ざ

の
合
言
葉
で
、
学
校
も
P
T
A
も
協

木
の
支
柱
等
道
路
の
不
正
利
用
は

力
し
て
交
通
安
全
に
は
げ
ん
で
い
ま
　
　
や
め
ま
し
よ
う
。

⑤
青
空
車
庫
は
や
め
ま
し
よ
う
。
路

　
上
駐
車
は
交
通
の
支
障
に
な
ら
な

　
い
よ
う
注
意
し
て
下
さ
い
。
特
に

　
長
い
路
上
駐
車
は
遠
慮
し
ま
し
よ

　
う
。

｝一
⑥
自
転
車
店
、
飲
食
店
等
の
前
の
自

一　転
車
、
オ
ー
ト
バ
イ
の
整
理
整
頓

　
を
徹
底
し
ま
し
よ
う
。

鑑
蓋
断
の
覆

①
必
す
道
の
右
は
じ
を
歩
き
ま
主

　
う
。

｝
②
近
く
に
横
断
歩
道
が
あ
る
と
こ
ろ

一一
　
で
は
必
す
横
断
歩
道
を
わ
た
り
ま

一　し
よ
う
。

③
横
断
は
右
、
左
の
安
全
を
た
し
か

『
　
め
て
か
ら
直
角
に
横
ぎ
り
ま
し
よ

一
　
う
。
斜
め
横
断
と
あ
わ
て
横
断
は

　
危
険
で
す
。

、
④
車
の
監
前
、
直
後
に
と
び
出
す
こ

．
　
と
は
一
番
危
険
で
す
（
今
年
の
事

　
故
＋
八
件
）

⑤
広
い
道
に
出
る
と
き
は
右
、
左
の

秋
の
防
火
週
問

11

月
1
日
～
7
日

　
秋
の
火
災
予
防
運
動
が
十
一
月
一
｝
に
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。

日
か
ら
展
開
さ
れ
ま
す
が
、
こ
れ
か
皿
〔
区
域
〕

灘
欝
蘇
騨
閑
市
と
中
魚
沼
郡
（
、
市
、
、
、
カ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「

農
繁
期
で
家
を
留
守
に
し
が
ち
で
す
『
〔
要
綱
〕
近
く
開
催
さ
れ
る
分
団
長

の
で
火
の
も
と
に
は
充
分
ご
注
意
し
一
会
議
で
決
定
さ
れ
ま
す
が
主
な
行
事

て
火
事
を
出
さ
な
い
よ
う
火
災
魂
は
つ
ぎ
の
書
で
す
・

響
　
甲
　
■

交通事故はこんなにふえています

72
9

38年と37年の件数・死』者の比較

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　げ
　　　716

　1月　2月　3月　4月　5月　61｝　7フ∫　8月　9月10月11月12月

1，300

1，200

1．100

1，000

　　900

　　800

　　700

　　　人

　
安
全
を
た
し
か
め
て
か
ら

⑥
運
転
者
は
横
断
中
の
歩
行
者
に
は

「
さ
あ
、
ど
う
ぞ
」
と
あ
た
垂

資料は警察庁提供

い
思
い
や
り
で
歩
行
者
は
「
ど
う

も
、
あ
り
が
と
う
」
と
感
謝
の
気

持
で

今
月
末
ま
で
受
付

　
　
　
　
　
市
営
住
宅
入
居
申
込
み

◎
消
防
ポ
ン
プ
で
自
動
車
に
よ
る
郡
　
　
昭
和
三
十
八
年
十
一
月
十
六
日
以

市
内
防
火
宣
伝
　
　
　
　
　
　
　
　
　
後
各
団
地
の
市
営
住
宅
入
居
者
が
退

◎
一
般
家
庭
及
び
工
場
、
事
業
所
の
居
し
た
場
合
、
そ
の
後
の
入
居
者
が

火
気
使
用
場
の
検
査
　
　
　
　
　
　
決
定
し
て
い
な
い
の
で
、
つ
ぎ
に
よ

一
◎
火
災
に
よ
る
人
命
事
故
の
防
止
　
　
り
入
居
申
し
込
み
を
受
付
い
た
し
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

◎
石
油
、
ガ
ス
、
電
気
等
の
特
殊
火
す
。

皿
災
の
防
止
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
、
受
付
期
日
　
昭
和
三
十
八
年
十

◎
公
共
施
設
の
防
火
態
勢
の
強
化
　
　
　
月
二
十
一
日
よ
り
十
月
三
十
一
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
で

鰯翫

翻
　　　前
　　　半
　　　は
　　　雨
　　　で
　　　刈
難灘磐
議鱗経
　　　砦
　　　て

ず⊂あ
ま
し
た
が
、
最
近
の
好
天
に
め
ぐ
｝

ま
れ
収
穫
も
最
終
段
階
に
入
り
順
｝

調
に
進
ん
で
い
ま
す
。
春
以
来
の
｝

努
力
も
ち
ょ
っ
と
し
た
取
り
扱
い
｛

に
よ
っ
て
品
質
を
大
き
く
左
右
い
岬

た
し
ま
す
の
で
、
乾
燦
に
つ
き
ま
“

し
て
は
特
に
注
意
し
て
下
さ
い
。
“

1
、
架
場
が
な
く
て
地
干
し
を
す
画

　
る
場
合
に
は
夜
を
越
さ
な
け
れ
岬

　
ば
よ
い
が
、
夜
露
を
お
び
て
翼
ぜ

　
日
ま
で
も
ち
越
す
の
は
胴
割
の
価

　
も
と
に
な
る
。

2
、
乾
燥
機
を
利
用
す
る
場
合
に
㌦

　
は
、
一
疋
温
度
以
上
に
あ
げ
る
｝

　
と
胴
割
の
原
因
に
な
り
ま
す
。
凸

3
、
早
刈
り
に
つ
い
て
は
特
に
留
叩

　
意
し
て
下
ざ
い
。
四
口
町
に
て
い

二
、
受
付
場
所
　
十
日
町
市
役
所
社

　
会
福
祉
事
務
所

三
、
入
居
者
の
資
格

、
①
市
内
に
住
所
、
ま
た
は
勤
務
場
所

　
を
有
す
る
者

②
現
に
同
居
し
よ
う
と
す
る
視
族

　
　
（
婚
姻
の
届
出
を
し
て
い
な
い
が

　
事
実
上
婚
姻
関
係
と
同
様
の
事
情

　
に
あ
る
者
、
そ
の
他
の
婚
姻
の
予

　
約
を
含
む
）
が
あ
る
こ
と

③
つ
ぎ
に
か
か
げ

る
基
準
の
収
入

　
が
あ
る
こ
と

（
イ
）
第
一
種
市

営
住
宅
（
田
川

千
代
坊
、
県
営

　
）
に
つ
い
て
は

　
二
万
円
を
こ
え

　
三
万
六
千
円
以

下
で
あ
る
こ
と

（
ロ
）
第
二
種
市

営
住
宅
（
八
幡

田
、
川
治
）
に

　
つ
い
て
は
二
万

円
以
下
で
あ
る

　
こ
と
。

（
但
し
、
第
一
種

稲

　
第
二
種
と
も
収
入
基
準
は
扶
養
親

　
族
一
人
に
つ
き
二
千
円
を
控
除
し

　
た
額
で
あ
る
こ
と
）

④
国
税
、
地
方
税
を
滞
納
し
て
い
な

　
い
者
で
あ
る
こ
と

⑤
現
に
住
宅
に
因
窮
し
て
い
る
こ
と

　
が
明
ら
か
な
者
で
あ
る
こ
と

四
、
団
地
及
び
住
宅
の
種
別
、
そ
の

　
他

①
田
川
団
地
、
第
一
種
木
造
平
家
、

　
一
戸
建
、
＋
棟

　
月
額
家
賃
野
千
七
百
円

②
千
代
坊
団
地
、
第
一
種
簡
易
耐
火

　
構
造
二
階
、
六
戸
建
、
　
一
棟

　
月
額
家
賃
踊
二
千
三
百
円

③
千
代
坊
団
地
第
一
種
特
殊
耐
火
構

　
造
二
階
六
戸
建
、
一
棟

　
月
額
家
賃
睡
二
千
五
百
円

④
新
座
（
県
営
）
団
地
第
一
種
中
層

　
耐
火
構
造
三
階
、
十
八
戸
建
、
一

　
棟

　
月
額
家
賃
荊
二
千
六
百
円

身
体
障
害
者
の
手
帳
更
新

二
十
二
日
か
ら
巡
回

　
身
障
者
手
帳
の
更
新
手
続
き
を
次

の
日
程
で
行
い
ま
す
の
で
、
他
か
ら
…

転
入
し
た
方
で
転
入
手
続
を
し
て
い
ー

な
い
方
に
は
個
人
宛
の
通
知
が
あ
り

ま
せ
ん
か
ら
、
更
新
も
れ
の
な
い
よ

う
お
留
意
願
い
ま
す
。
尚
当
日
次
の

も
の
を
持
参
し
て
下
さ
い
。

　
1
、
身
体
障
害
者
手
帳

　
　
手
帳
を
亡
失
叉
は
破
損
の
た
め

　
　
記
載
内
容
が
明
か
で
な
い
方
は

　
　
本
籍
地
を
御
承
知
の
上
お
い
出

　
　
下
さ
い
。

2
、
印
鑑

⑤
八
幡
田
団
地
、
第
二
種
木
造
平

　
家
、
一
戸
建
、
十
九
棟

　
月
額
家
賃
π
千
四
百
円

⑥
川
治
団
地
、
第
二
種
木
造
平
家
、

　
二
戸
建
、
二
十
棟

　
月
額
家
賃
距
千
六
百
円

⑦
川
治
団
地
、
第
二
種
木
造
平
家
、

　
一
戸
建
、
二
十
棟

　
月
額
家
賃
π
千
六
百
五
十
円

⑧
川
治
団
地
、
第
二
種
木
造
平
家
、

　
一
戸
建
、
十
三
棟
月

　
額
家
賃
π
千
八
百
円

五
、
申
し
込
み
用
紙
は
市
役
所
社
会

　　　　体育舘工事進む
下条小学校体育舘建，設工事は10月に入つてから秋晴
れが続いたため工事も順調に進み、11月長美でには
完成する予定です。この体育舘はさきに姥てられた
十日町小学校のものとほぼ同じで、設計並びに施工
は東京生研工業株式会社です。建物の大きさは10間
×18間（約180坪）で現伍鉄骨組立中というところ
ですが工事は全体で、すでに50％を完了しています。

　　　　　　　　　　　　一一ヘー》ヘゴーヘ舶

福
祉
事
務
所
に
あ
り
ま
す
。

　
な
お
、
申
し
込
み
書
に
は
左
の
書
一

　
類
を
添
付
す
る
こ
と
。

◎
昭
和
三
十
七
年
度
収
入
証
明
書
一

　
（
市
役
所
税
務
課
で
受
け
て
下
さ

い
）

◎
給
与
証
明
喬
（
最
近
一
ヵ
月
の
も
一

の
）

六
、
申
し
込
み
、
そ
の
他
不
明
な
こ
皿

　
と
は
社
会
福
祉
事
務
所
住
宅
係
に

　
問
合
せ
下
さ
い
。

　
　
　
　
ー
十
日
町
市
役
所
ー

3
、
　
．
．
ア
T
、

　
　
ワ
』
f
ノ

　
破
損
叉
は
容
貌
が
甚
し
く
変
っ
皿

　
て
い
る
た
め
、
新
た
に
替
え
ら

れ
る
方
の
み
。

▽
十
月
二
十
二
日
下
条
出
張
所
▽
十

月
十
三
日
中
条
出
張
所
午
前
中
▽
十

月
二
十
三
日
新
水
震
協
午
後
▽
十
月
．

二
十
五
日
吉
田
出
張
所
▽
十
月
二
十

九
日
川
治
診
療
所
午
前
中
▽
十
月
二

十
九
日
六
箇
出
張
所
午
後
▽
十
月
三

十
日
水
沢
集
合
所
▽
十
月
五
日
、
十

月
六
日
十
日
町
公
民
舘
。

お
知
ら
ぜ
と
お
願
い

十

1
、
既
に
十
月
一
日
か
ら
特
急
券
、

　
寝
台
券
、
座
席
指
定
券
の
発
売
日

　
が
次
の
よ
う
に
夏
更
に
な
り
ま
し

　
た
か
ら
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◎
出
発
日
の
一
週
間
前
と
、
三
週
間

　
前
の
二
期
に
わ
け
て
発
売
し
ま
す

①
一
週
間
前
の
も
の
は
駅
及
び
交
通

　
公
社
（
長
岡
、
新
潟
、
長
野
等
）

　
で
発
売
し
ま
す
。

②
一
二
週
間
前
の
も
の
は
、
日
本
変
通

　
公
社
で
発
亮
し
ま
す
。
但
し
周
遊

　
券
関
係
の
も
の
は
、
目
本
旅
行
会

　
で
も
取
扱
い
ま
す
。

◎
一
週
間
前
、
三
週
間
前
と
は
列
車

　
が
始
発
駅
を
出
発
す
る
口
を
基
準

　
に
い
た
し
ま
す
か
ら
御
諒
承
願
い

ま
す
。

2
、
当
駅
発
の
時
刻
を
十
月
一
日
か

　
ら
次
の
よ
う
に
一
部
改
正
し
ま
し

　
た
。

　
下
り
　
十
三
時
四
十
五
分
越
後
川

日
町
駅
か
ら

上
り

上
り

口
を
十
三
時
八
分
に

八
時
五
十
分
発
長
野
行
を
．

八
時
五
十
六
分
に

十
四
時
十
二
分
発
豊
野
行

を
十
四
時
二
十
分
に

詫Z／ZZZZZノ／ZZ／ZノノノノZ〃覧！ノZZZZ／Zノノ6γノZZZノノZノノZノノノノZZノ冨〃
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◎
特
に
お
願
い
し
た
い
こ
と

3
、
踏
切
の
一
旦
停
止
に
つ
い
て
市
’

　
民
の
皆
さ
ん
、
す
で
に
御
承
知
の

　
と
お
り
九
月
十
四
口
卜
九
時
三
十

　
分
頃
市
内
飛
渡
（
北
原
）
踏
切
り

　
に
お
い
て
、
下
り
越
後
川
口
行
気

　
動
屯
に
オ
ー
ト
バ
イ
が
佛
突
し
二

　
名
が
即
死
す
る
と
い
う
悲
惨
な
事

　
故
が
発
生
し
ま
し
た
が
、
こ
れ
は

　
↓
旦
停
止
を
励
行
し
な
か
っ
た
の

　
が
も
と
で
す
。
鉄
道
線
路
の
踏
切

　
を
通
る
さ
い
は
、
必
す
一
旦
停
止

　
の
う
え
左
有
の
安
全
を
確
認
し
て

　
か
ら
お
通
り
ド
さ
い
。
み
ん
な
で

　
充
分
に
注
意
し
、
交
通
事
故
防
止

　
に
御
協
力
下
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
心

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

椙

一環

板

農
業
の
曲
り
角
と
い
う
こ
と
が
さ
か
ん
に
い
わ
れ
新
し
い
村
造
り
の

た
め
の
構
造
改
善
事
業
が
実
施
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
段
階
に
あ
た

り
、
農
家
の
兼
業
化
が
著
し
く
進
み
農
業
労
働
の
減
少
な
ど
に
よ
り

省
力
農
業
の
必
要
が
強
く
叫
ば
れ
て
来
ま
し
た
。
こ
の
と
き
に
あ
た

り
市
内
の
農
業
に
従
事
す
る
青
壮
年
が
一
堂
に
会
し
て
共
通
の
広
場

を
見
学
し
、
こ
れ
か
ら
地
域
農
業
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的

と
す
る
。

2
。
主
　
　
催

十
日
町
地
区
農
業
改
良
普
及
所
、
十
日
町
市
、
十
日
町
市
教
育
委
員

会
、
十
日
町
市
地
区
農
協
連
絡
協
議
会

3
．
参
加
者

青
年
団
員
、
青
年
学
級
生
、
農
協
青
年
部
員
、
農
業
改
良
ク
ラ
ブ
員

そ
の
他
一
般
布
望
農
家

4
．
期
日
お
よ
び
会
場

＋
一
月
三
日
（
日
曜
日
）
午
前
九
時
三
十
分
か
ら
午
後
三
時
十
五
分

十
日
町
市
公
民
舘
（
学
校
町
市
民
体
育
舘
の
横
）

5
、
内
　
　
容

①
講
演
、
講
師

　
新
潟
県
農
業
教
育
セ
ン
タ
ー
長
　
　
藤
井
正
弘
先
生

②
体
験
発
表
者

　
新
し
い
水
田
除
草
剤
を
使
用
し
て
　
　
川
治
　
関
　
谷
　
昭
　
幸

　
除
草
剤
入
複
合
肥
料
の
試
験
　
　
　
　
高
山
　
村
　
山
　
喜
　
一

　
む
す
か
し
か
っ
た
水
田
の
交
換
分
合
　
沖
立
　
須
　
藤
　
忠
　
夫

③
パ
ネ
ル
討
議

　
「
出
機
と
農
業
」
意
見
発
表
者
出
機
農
家
、
織
物
組
合
役
員
、
出

　
機
の
主
婦
叉
は
専
業
農
家
　
　
普
及
所
主
任
河
　
内
　
栄
　
司

6
、
備
　
　
考

◎
昼
食
、
上
バ
キ
、
筆
記
具
は
各
自
持
参
し
て
く
だ
さ
い
（
昼
食
は

　
会
場
で
も
斡
施
し
ま
す
が
な
る
べ
く
持
参
し
て
く
だ
さ
い
）

◎
参
加
者
に
は
当
日
資
料
を
配
布
し
ま
す

ノ∠！ノ／！／∠ZZ／！Zノ〃！ノ！ZZノ／孟ノZ■，桝耀z4γ〃∠z，ノ■ZZZZZZZZZ∠

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
；
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三
力
校
が

完
全
給
食
を
実
施

十
日
町
市
で
は
じ
め
て

　
十
日
町
市
で
は
、
は
じ
め
て
完
全

給
食
を
す
る
学
校
が
あ
り
ま
す
。
市

内
鐙
島
、
川
治
、
大
井
田
の
三
小
学

校
が
そ
れ
で
す
。
三
小
学
校
で
は
そ

一
食
を
や
っ
て
い
な
い
と
こ
ろ
は
十
日

一
町
市
だ
け
で
、
こ
の
三
ヵ
校
が
市
内

一
の
皮
切
り
と
い
う
わ
け
で
す
。
い
す

一
れ
も
数
年
前
か
ら
の
念
願
で
あ
っ
た

一

坪
の
給
食
室
に
四
連
式
カ
マ
ド
、
熱

風
保
管
庫
、
野
菜
さ
い
断
機
、
球
根

皮
む
き
機
な
ど
入
っ
て
二
百
五
十
三

名
の
全
校
児
童
に
給
食
さ
せ
る
こ
と

麟
勲
腰
徽
睦
踊
競
論
蔀
張
羅
灘
脳
譲
ω
胱
難
廉
伸
磐
即
聾
瞭
締

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
学
校
の
場
合
を
見
ま
す
と
三
士

は
こ
れ
ま
で
二
十
而
の
う
ち
完
全
給

　
て
い
る
、
農
村
児
童
の
体
位
向
上
、

二

写真は鐙島小学校の給食室

今
月
末
ま
で
届
出
を

　
新
潟
県
食
品
衛
生
条
例
が
昭
利
二

十
三
年
十
二
月
二
十
一
日
に
公
布
さ

れ
ま
し
た
が
、
営
業
者
よ
り
の
届
出

ぴ
な
さ
れ
て
お
り
ま
せ
ん
の
で
、
今

回
つ
ぎ
に
よ
り
管
内
一
斉
に
届
出
営

業
の
実
態
把
握
を
か
ね
て
調
査
い
た

食
品
営
業
者

し
ま
す
。

0
届
出
を
要
す
る
営
業

　
－
製
粉
業
2
菓
子
種
製
造
業
3
白

玉
粉
製
造
業
4
魚
貝
類
加
工
品
販

　
売
業
5
、
こ
ん
に
ゃ
く
製
造
業
6

　
つ
け
物
製
造
業
7
生
菓
販
売
業
8

ヱ
＝
≡
＝
…
＝
≡
＝
一
＝
＝
≡
≡
≡
≡
＝
＝
＝
≡
…
≡
＝
≡
＝
＝
一
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
≡
一
＝
＝
≡
一
≡
＝
≡
三
＝
＝
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昭
和
十
三
年
国
民
健
康
保
険
法

が
施
行
さ
れ
、
今
年
が
ち
ょ
う
ど

二
十
五
周
年
に
な
り
ま
し
た
。
幾

多
い
ぱ
ら
の
道
を
歩
い
て
、
よ
う

や
く
今
年
よ
り
世
帯
数
の
七
割
給

付
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、

社
会
保
障
へ
と
前
進
い
た
し
て
い

ま
す
。
当
市
の
国
民
健
康
保
険
と

い
た
し
ま
し
て
は
、
国
に
先
き
が

け
、
今
年
四
月
世
帯
主
の
七
割
給

付
を
実
施
す
る
な
ど
、
病
気
や
負

傷
、
ま
た
出
産
、
死
亡
に
つ
い
て

も
給
付
の
充
実
を
図
る
と
共
に
、

更
に
結
核
予
防
対
策
、
成
人
病
対

策
、
乳
幼
児
の
保
育
指
導
、
母
性

保
護
指
導
な
ど
、
み
な
さ
ん
の
健

康
増
進
の
た
め
に
努
力
し
て
い
ま

す
。
医
療
費
も
年
汝
上
昇
し
、
そ

れ
に
伴
な
い
保
険
料
も
少
し
づ
つ

高
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
医
療
費
の
給
付
額
の
上
昇
に

比
ぺ
て
み
れ
ば
、
保
険
料
の
上
昇

容
器
包
装
製
造
業
9
お
も
ち
ゃ
製

造
業
1
0
牛
乳
さ
く
取
業
1
1
牛
乳
加

工
品
及
び
同
類
似
品
販
売
業
1
2
食

用
油
製
造
業
B
化
学
合
成
品
た

る
添
加
物
製
造
業
1
4
か
き
処
理

業
。

②
届
出
期
日

　
昭
和
三
十
八
年
十
月
三
十
一
日
ま

　
で

．
③
届
出
用
紙

　
市
役
所
衛
生
体
育
課
に
あ
り
ま
す

｝
そ
の
他
い
ろ
く
な
面
で
大
き
な
プ

ラ
ス
に
な
る
だ
ろ
う
と
学
校
側
で
は

期
待
し
て
お
り
ま
す
。
な
お
川
治
、

大
井
田
の
各
校
も
こ
れ
と
同
じ
く
給

食
施
設
を
備
え
る
わ
け
で
す
が
、
各

校
の
施
設
規
模
の
概
要
は
つ
ぎ
の
と

お
り
で
す
。

◎
鐙
島
小
学
校

児
童
数
　
二
百
五
十
三
名

給
食
室
　
三
十
三
坪
、
地
下
室
（
食

　
　
　
　
品
、
重
油
貯
蔵
）
十
七
・

　
　
　
　
五
坪

事
業
費
　
二
百
二
十
六
万
円
（
国
庫

　
　
　
　
補
助
二
十
八
万
四
千
八
百

円
）

備
品
費
　
六
十
万
円

◎
川
治
小
学
校

児
童
数

給
食
室

事
業
費

備
品
費

五
百
九
十
、
五
名

二
十
七
・
、
五
坪

二
百
七
万
円
（
国
庫
補
助

四
十
三
万
三
千
八
百
円
）

百
三
十
三
万
円

◎
大
井
田
小
学
校

児
童
数

給
食
室

事
業
費

備
・
㎜
費

二
百
七
十
一
各

一
一
＋
四
・
一
坪

百
八
十
六
万
円
（
国
庫
補

助
二
十
五
万
三
千
三
百

円
）

五
＋
八
．
力
円

サ
ー
ビ

　
　
　
　
東
北
電
力

　
東
北
電
力
で
は
こ
こ
数
年
来
特
に

（
サ
ー
ビ
ス
」
を
第
一
に
箏
業
運
営

「
サ
ー
ビ
ス
」
の
他
に
特
別
強
調
月

　
　
　
　
　
一
層
の
充
実
を
心
が
け

を
図
っ
て
参
り
ま
し
た
が
、
日
常

ス
行
事
を
実
施

来
月
中
旬
ま
で
強
調
月
間

間
を
設
け
、

今
回
も
つ
ぎ
に
よ
り
「
サ
ー
ビ
ス
高

揚
月
間
」
と
名
づ
け
て
、
一
ヵ
月
間

に
わ
た
り
そ
れ
ぞ
れ
の
行
事
を
計
画

し
、
御
家
庭
の
訪
問
に
、
叉
窓
口
応

待
に
「
サ
ー
ビ
ス
」
の
万
全
を
期
す

こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。
つ
き
ま
し

て
は
、
本
月
間
中
特
に
日
常
お
困
り

の
点
、
叉
御
相
談
事
な
ど
御
遠
慮
な

く
お
申
し
つ
け
下
さ
い
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

一
、
実
施
期
間
　
昭
和
三
十
八
年
十

　
月
十
五
日
か
ら
十
一
月
十
四
口
迄

　
の
一
ヵ
月
間

二
、
実
施
事
項

①
屋
内
、
屋
外
線
総
合
サ
ー
ビ
ス
運

　
動
A
、
実
施
区
域
　
稲
荷
町
一
、
二
丁

　
口
、
高
田
町
三
了
目
、
泉
町
、
高

　
田
町
四
丁
目
、
諏
訪
町

B
、
編
成
　
サ
ー
ビ
ス
班
を
内
線
班

　
と
外
線
班
に
分
け
る

（
イ
）
内
線
班
　
営
業
課
員
一
名
、

　
配
電
現
業
員
一
名
、
工
事
業
者
一

　
名
、
消
防
署
員
一
名

◎
サ
ー
ビ
ス
内
容

　
低
圧
配
線
の
電
圧
、
そ
の
他
点
検

　
改
修
引
込
線
以
下
、
屋
内
線
点
検

　
修
理
、
電
気
絶
緑
例
定
の
実
施
、

　
電
気
安
全
使
用
と
配
線
適
正
化
の

　
P
R
、
適
正
契
約
の
実
践
、
照
明

　
そ
の
他
器
其
使
用
の
指
導

　
（
ロ
）
外
線
班
営
業
課
員
一
名
、

　
配
電
現
業
員
二
名
、
運
転
手
一
名

◎
サ
ー
ビ
ス
内
容

　
各
内
線
班
よ
り
発
行
さ
れ
た
補
修

　
票
の
作
業

一
◎
雑
音
防
止
運
動

◎
そ
の
他
外
線
補
修
作
業

三
、
移
動
電
気
相
談
所
の
開
設

　
総
合
サ
ー
ビ
ス
運
動
実
施
区
域
に

一
　
適
宜
開
設
し
て
、
あ
ら
ゆ
る
相

　
談
、
要
望
を
受
付
処
理
致
し
ま
す

四
、
家
庭
電
気
器
具
講
習
会
並
に
P

　
R
映
写
会

◎
地
区

　
＋
月
＋
四
日
七
將

　
　
高
田
町
四
、
天
理
教

　
＋
月
＋
五
日
七
時

　
　
西
寺
町
水
月
庵

五
、
オ
ビ
ニ
オ
ン
リ
ー
ダ
懇
談
会

　
「
家
庭
と
電
気
」
愛
読
者
、
職
域

　
代
表
、
地
元
各
種
団
体
代
表
等
よ

　
り
十
名
程
度
を
招
き
今
後
の
当
社

　
「
サ
ー
ビ
ス
」
の
方
向
性
を
把
握

　
し
、
今
後
の
各
種
事
業
計
画
の
資

料
と
し
ま
す
。

◎
当
社
の
現
況
説
明

≡
≡
＝
≡
≡
≡
≡
＝
一
≡
＝
≡
…
≡
≡
≡
一
一
≡
＝
＝
＝
≡
≡
≡
≡
…
≡
＝
一
＝
≡
一
≡
…
＝
≡
＝
一
一
＝
一
一
耗

体
質
改
善
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る

と
き
で
す
。
し
か
し
国
民
健
康
保

険
は
先
す
第
一
に
保
険
料
に
よ
る

「
財
源
確
保
が
必
要
で
あ
り
、
国
の

負
担
金
は
保
険
料
を
徴
収
し
て
も

な
お
か
つ
足
り
な
い
部
分
の
充
足

◇
国
民
健
康
保
険
◇

保
険
料
を
完
納
し
ま
し
ょ
う

は
低
く
な
っ
て
い
ま
す
。
　
（
図
表

参
照
し
て
下
さ
い
）
ま
た
本
年
度

中
に
は
低
所
得
者
へ
の
保
険
料
軽

減
も
実
施
さ
れ
る
ご
と
で
あ
り
、

国
民
健
康
保
険
も
単
な
る
医
療
保

険
よ
り
社
会
保
障
へ
と
、
大
き
く

の
仕
組
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。
保

険
料
と
国
庫
負
担
金
、
こ
の
二
本

の
柱
で
国
民
健
康
保
険
の
財
政
が

保
た
れ
て
い
る
の
で
す
。
保
険

料
の
完
納
、
そ
し
て
国
庫
負
担
金

の
増
額
と
、
こ
の
両
面
を
す
ム
め

て
初
め
て
皆
さ
ん
が
希
望
す
る
全

員
の
七
割
給
付
が
実
現
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
近
年
、
保
険
料
の

納
入
状
況
も
遂
次
よ
く
な
っ
て
き

ま
し
た
こ
と
は
、
ひ
と
え
に
皆
さ

ん
の
御
協
力
に
よ
る
も
の
で
あ
り

ま
す
。

〈
参
考
〉

　
昭
和
三
十
年
収
納
率

　
　
　
　
　
　
九
一
・
六
八
％

昭
利
三
十
七
年
〃

　
　
　
　
　
　
　
九
、
五
・
六
〇
％

　
今
年
は
い
ま
一
歩
御
努
力
ね
が

い
、
一
〇
〇
％
完
納
に
御
協
力
下

さ
い
。
そ
し
て
、
近
年
中
に
全
員

七
割
給
付
の
実
現
を
図
れ
る
よ
う

御
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

川川1川1“”“”巳1』1川m”川1髄5川lm量””““m““量巳川“1川髄““1““』1川川1川“肌川1監鵬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

◎
当
社
発
行
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
内
容
耀

太
子
堂
阿
部
さ
ん
兄
弟
に

　
　
　
　
国
民
年
金
遺
児
年
金
支
給

　
拠
出
制
国
民
年
金
が
施
行
さ
れ
て

一一
か
ら
、
母
子
年
金
は
す
で
に
漉
野
水

落
花
子
さ
ん
外
十
二
名
に
支
給
さ
れ

て
お
り
ま
し
た
が
、
十
月
よ
り
太
子

堂
の
阿
部
寛
さ
ん
兄
弟
四
人
に
遺
児

年
金
が
支
給
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
遺
児
年
金
は
つ
づ
い
て
一
年

一
以
上
か
け
金
を
し
た
か
、
三
年
以
上

加
入
し
て
か
け
金
を
免
じ
て
も
ら
っ

た
父
、
ま
た
は
母
が
死
亡
し
て
遺
児

に
な
っ
た
と
き
か
ら
十
八
才
に
な
る

”
．
“
檎
貞
・
等
雛
へ
¶
L
T
摯
、

占
。
㌔
”
●
“
●
”
ゐ
・
”
●
”
●
一
∴
　
名
T
　
f
　
蜜

愛
マ
マ
一
保
険
料

『
ま
で
年
金
を
う
け
ら
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
市
内
に
は
ま
だ
国
民
年
金

に
加
入
し
て
お
ら
な
い
方
も
あ
る
よ

う
で
す
が
「
国
民
年
金
は
あ
な
た
の

年
金
で
す
」
老
後
の
保
障
叉
不
慮
の

事
故
の
た
め
に
一
人
残
ら
す
国
民
年

金
に
加
入
し
ま
し
よ
う
。
尚
、
国
民

年
金
に
加
入
し
て
お
る
者
は
住
所
が

異
動
し
た
場
合
（
市
外
、
市
内
の
転

入
、
転
居
）
氏
名
が
変
っ
た
場
合
、

る
婚
姻
等
に
よ
り
）
死
亡
し
た
場
合

他
の
年
金
制
度
に
加
入
し
た
場
合

　
（
厚
生
年
金
）
は
国
民
年
金
手
帳
と

印
鑑
を
持
参
し
て
速
か
に
国
民
年
金

係
へ
届
出
て
下
さ
い
。

　
に
つ
い
て

◎
懇
談
会

　
当
社
に
対
す
る
意
見

　
感
．
電
事
故
防
止
に
つ
い
て

　
そ
の
他

r
ハ
・
公
共
嚢
配
線
診
断

一

酪
農
振
興
計
画
決
る

　
　
　
　
乳
牛
三
百
頭
育
成
牛
百
頭

＝
一
＝
一
”
＝
＝
＝
＝
＝
＝
一
＝
＝
＝
一
＝
＝
＝
＝
一
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
一
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
印
＝
＝
＝
＝
＝
；
』
＝
一
＝
＝
＝
一
＝
＝
＝
＝
一
＝
＝
一
＝
＝
一
＝
一
＝
＝
＝
＝
「
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
”
＝
＝
＝
＝
一
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
一
＝
一
＝
＝
＝
二
＝
一
＝
一
＝
＝
＝
「
＝
、

一世帯当給付費と
　　　　　　保険料の推移

”
道
祖
神

　　〃
　
先
回
は
ミ
チ
キ
リ
の
こ
と
を
述
べ

〃〃
ま
し
た
の
で
、
同
じ
よ
う
な
意
味
を

　〃
も
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
道
祖
神

〃／耀
す
。

メ

〃
　
村
は
す
れ
の
分
れ
道
な
ど
に
、
石

翼
た
っ
た
ひ
と
審
翌
っ

慣
る
の
覧
か
け
ま
す
．
こ
れ
が

㎜軌、
旭
祖
神
な
の
で
す
。

　
私
た
ち
の
祖
先
ま
太
古
か
ら
、
山

傍
に
立
て
た
も
の
の
よ
う
で
す
。

　
道
祖
神
（
道
楽
神
・
道
禄
神
）
の

こ
と
を
サ
イ
ノ
カ
ミ
と
呼
ぶ
と
こ
ろ

も
あ
り
ま
す
。

　
サ
イ
（
サ
エ
）
の
意
味
は
、
「
フ

饗
と
り
あ
げ
て
み
た
い
と
お
も
い
ま
サ
グ
、
サ
エ
ギ
ル
（
寧
障
）
と
い
行

　
去
る
九
月
十
六
日
公
民
舘
で
酪
農

組
合
の
役
員
と
、
市
農
林
課
で
今
後

の
酪
農
に
つ
い
て
協
議
会
を
行
な
い

次
の
事
項
を
基
本
と
し
て
計
画
を
立

て
、
指
導
諸
機
関
の
意
見
を
き
き
さ

ら
に
充
実
し
た
計
画
と
す
る
こ
と
に

「なり
ま
し
た
。

0
昭
利
四
十
一
年
度
ま
で
に
市
内
総

　
頭
数
を
四
百
頭
と
す
る
（
内
搾
乳

　
牛
三
百
頭
、
育
成
牛
百
頭
）

②
平
場
酪
農
地
帯
と
山
間
酪
農
地
帯

　
に
搾
ヰ
乳
を
飼
育
し
、
国
道
か
ら

　
八
キ
ロ
以
上
離
れ
た
部
落
は
育
成
牛

　
の
飼
育
地
帯
と
す
る
。

①
粗
飼
料
の
自
給
度
を
高
め
る
。
特

　
に
乾
草
利
用
を
高
め
る
た
め
共
同

　
牧
野
を
造
成
す
る
。

④
共
同
設
置
を
充
実
し
て
経
済
性
を

　
高
め
る
と
共
に
、
衛
生
思
想
を
普

　
及
し
て
疾
病
を
防
ぐ
。

⑤
生
乳
の
価
格
安
定
と
販
路
拡
張
に

　
努
め
る
。

和
牛
共
同
肥
育
を
県
営
事
業
で
始
め

る
。

馬
場
部
落
の
富
井
豊
．
平
さ
ん
四
名
は

和
牛
の
共
同
肥
育
を
県
事
業
に
申
請

し
内
定
が
あ
り
事
業
を
進
め
て
い
る

一
総
事
業
費
は
九
百
七
十
万
円
（
畜
舎

㎝
設
費
四
百
七
万
円
、
素
牛
代
四
百
万

．
円
、
資
料
費
百
三
十
万
円
）
と
な
っ

て
お
り
県
、
市
の
補
助
や
近
代
化
資

金
を
も
っ
て
こ
れ
に
あ
て
そ
の
他
不

足
分
は
個
人
資
金
で
補
う
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
役
用
と
し
て
の
和
牛
か

ら
肉
用
の
和
牛
に
転
換
し
な
け
れ
ぱ

画
p
．
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．
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．
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杉

34
　
年

8
翼
翼
欝
”
8
8
鎗
薦
鴛
鴛
翼
灘

釦
一

己

33
　
年

舘
3
賃
爲
麓
紹
8
鴛
”
篇
翼
8
麓
雛
欝

獅
塙
‘
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
畠
▼
．
撰
．
．
・

　
　
　
　
　
　
よ
　
讐
　
鱈
　
8
　
翼
　
8
　
翼
　
麓
　
8
　
爲
　
創
　
讐
　
賃

32
　
年

胆
∵

1
『
驚
．
，

31

　
年

膨
　
菖
賃
　
8
　
8
　
紹
賃
　
罵
　
贋
　
8
賃
　
腱
麓
　
貿

よ

㎝
　
㎜
　
　
伽
　
　
伽
　
　
㎜
　
　
㎜
　
　
㈱
　
　
㎜
　
・
㈱

乳
　
　
臥
　
　
乳
　
　
臥
　
　
乱
　
　
　
生
　
　
亀
　
　
乳
　
　
L

　
年

　
　
」

！
岬
『　
貞
　
お

壽
そ
聲
が
注
。
さ
れ
㎜
や
峯
海
墾
、
杏
然
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
伽
も
っ
て
い
る
力
強
い
姿
に
あ
こ
が
れ

ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
”
　
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〃
た
り
　
ま
た
そ
の
よ
う
な
力
を
お
そ

＋
量
馨
業
　
働
れ
た
り
し
て
・
そ
れ
ぞ
れ
の
白
欽
｛
の

◇
十
月
十
八
日
～
十
月
二
十
八
日
　
〃

護
豊
墜
於
騰
響
賜
輪
鴛

嚇
）
蛮
り
隆
豚
湧
馨
と
か
ん
が
え
憂
よ
う
で

　
　
到
！
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ル

　
　
ま
に
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
メ
　
ご
　
の

　
　
　
　
み
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
び
り

◇
十
月
二
寸
二
日
　
　
　
　
　
　
　
”

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
／
　
民
俗
学
で
は
、
自
然
信
仰
と
か
原

契霧査（

篇
寅
艦
仰
な
ど
と
呼
ば
れ
て
い
る
よ
う

　
　
会
）
　
　
　
　
　
　
　
〃
　
　
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〃
で
す
が
　
信
仰
は
こ
う
い
う
と
こ
ろ

◇
十
月
二
十
五
口
　
　
　
　
　
　
　
〃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〃

　
　
乳
牛
高
等
登
録
検
査
（
県
登
録
襯

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ガ

　
　
協
会
）
　
　
　
　
　
〃

◇
＋
雛
灘
翫

　
　
畜
保
健
衛
生
所
）
　
　
　
　
　
〃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

　
　
　
　

　

　

　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

全
国
雑
音
一
鼎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〃

掃
運
動
月
間
　
耀

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〃

9～♂“

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〃
か
ら
始
ま
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー
、
、
・
チ
キ
リ
を
吊
し
て
病
魔
を
防
ご

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
牌
う
と
し
た
り
、
道
祖
神
を
ま
つ
っ
て

　
皆
様
方
の
御
家
威
、
．
で
使
用
さ
れ
て
伽
障
り
を
防
ご
う
と
し
た
の
も
、
こ
う

い
る
電
気
認
具
は
雑
音
が
出
ま
せ
ん
仰
い
う
気
持
が
だ
ん
だ
ん
移
っ
て
来
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ろ

か
。
雑
爵
防
止
中
央
協
議
会
で
は
十
僻
ひ
レ
G
つ
の
形
を
つ
く
っ
た
も
の
で
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

月
一
日
か
ら
三
十
一
口
ま
で
全
国
雑
耀
よ
う
。

音
一
掃
運
動
を
実
施
す
る
こ
と
に
な
伽
　
ま
た
、
、
、
、
チ
ノ
オ
ヤ
ノ
カ
、
、
、
（
道

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ろ

り
ま
し
た
。
信
越
地
方
雑
音
防
止
協
〃
の
祖
の
神
）
が
道
路
を
守
っ
て
く
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
び

難
難
縫
瑚
遡
雛
帥
髭
饗

美
し
い
テ
レ
ビ
が
視
ら
れ
る
よ
う
に
は
ち
が
う
さ
み
し
い
村
は
す
れ
の
道

す
る
た
め
、
皆
様
方
の
御
協
力
を
求
　
馨

め
て
お
り
ま
す
。
．
電
気
雑
音
の
発
生

源
と
な
る
の
は
、
御
家
庭
で
広
く
使

用
さ
れ
て
い
る
蛍
光
灯
、
電
気
ゴ
タ

ッ
、
ミ
キ
サ
ー
、
電
気
カ
ミ
ソ
リ
及

び
モ
ー
タ
i
類
等
で
す
か
ら
電
気
器

具
を
使
用
さ
れ
る
場
合
か
雑
音
が
出

な
い
こ
と
を
確
か
め
ま
し
よ
う
。
も

し
雑
音
で
お
困
ま
り
の
方
は
い
つ
で

も
最
寄
り
の
放
送
局
、
電
力
会
社
、

又
は
ラ
ジ
オ
店
に
御
連
絡
下
さ
れ
ぱ

実
費
で
雑
音
防
止
器
を
取
り
付
け
て

く
れ
ま
す
か
ら
御
遠
慮
な
く
御
申
し

出
下
さ
い
。
　
　
　
　
　
　
　
〃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
耀

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
γ

馨、

翻
う
こ
と
で
、
ミ
チ
キ
リ
と
全
く
同
じ

も
の
で
す
。

　
村
の
入
口
な
ど
で
子
ど
も
の
遊
び

場
所
と
な
っ
た
り
、
多
く
の
人
た
ち

が
行
交
う
と
こ
ろ
で
す
か
ら
、
村
の

運
命
を
知
っ
た
り
縁
結
び
の
神
と
さ

れ
た
り
、
小
正
月
の
シ
メ
ヤ
キ
（
〆

縄
焼
き
）
の
場
所
と
し
て
親
ま
れ
て

来
ま
し
た
。
鉢
部
落
で
は
、
以
前
は

大
き
な
ケ
ヤ
キ
の
下
に
ま
つ
ら
れ
て

い
て
、
耳
の
病
気
に
な
る
と
椀
の
蓋

を
あ
げ
た
り
ヨ
シ
を
切
っ
て
甘
酒
を

い
れ
た
も
の
を
年
令
の
数
だ
け
あ
げ

た
り
し
て
、
お
い
の
り
し
た
と
い
い

ま
す
。

　
こ
の
部
落
の
像
は
、
男
女
二
神
が

仲
よ
く
手
を
と
り
あ
っ
て
並
ん
で
い

る
も
の
で
、
な
か
く
素
朴
な
ホ
ホ

エ
マ
シ
イ
も
の
で
す
。
市
内
に
は
、

相
当
数
の
道
租
神
が
残
っ
て
い
る

よ
う
で
す
。

カ
グ
ラ
（
神
楽
）

　
カ
グ
ラ
（
神
楽
）
は
た
い
へ
ん
古

く
か
ら
行
わ
れ
て
来
た
行
事
で
、
神

さ
ま
の
気
持
を
な
ぐ
さ
め
、
自
分
た

ち
の
心
を
清
め
る
も
の
と
考
え
ら
れ

て
来
ま
し
た
。

　
カ
グ
ラ
の
意
味
は
、
神
座
（
カ
ム

ク
ラ
・
カ
ミ
ク
ラ
）
の
こ
と
で
、
後

に
伎
楽
や
雅
楽
な
ど
が
盛
ん
に
な
っ

　
　
、
ま
た
猿
楽
、
田
楽
な
ど
の
こ

と
ぱ
が
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
神

楽
の
文
字
が
与
え
ら
れ
た
と
い
い
ま

す
。

　
む
す
か
し
い
言
い
方
を
す
れ
．
ば
、

い
ま
残
っ
て
い
る
神
楽
に
も
い
ろ
い

ろ
の
系
統
が
あ
り
、
種
類
の
ま
っ

た
く
異
な
っ
た
も
の
も
含
ん
で
い
る

と
い
わ
れ
ま
す
。
で
も
、
神
さ
ま
と

人
間
の
く
ら
し
を
結
び
つ
け
る
た
め

の
も
の
で
あ
る
こ
と
で
あ
る
こ
と
に

は
変
り
が
な
い
よ
う
で
す
。

　
こ
の
十
月
未
頃
に
教
育
秀
員
会
が

記
録
凋
査
し
よ
う
と
計
画
し
て
い
る

赤
倉
部
落
の
神
楽
は
、
こ
の
地
方
で

も
っ
と
も
古
い
、
し
か
も
由
緒
あ
る

も
の
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
赤
倉
部
落
は
市
内
で
い
ち
ば
ん
早

く
出
来
た
村
で
、
千
二
百
年
以
上
も

の
歴
史
を
も
っ
て
い
る
と
伝
え
ら
れ

て
、
南
魚
地
方
と
の
変
流
点
に
あ
た

り
縮
市
が
盛
ん
に
行
な
わ
れ
た
と
こ

ろ
だ
と
い
い
ま
す
か
ら
、
こ
の
よ
う

な
古
い
形
式
の
神
楽
が
保
存
さ
れ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き

い
る
の
も
も
っ
と
も
な
と
こ
ろ
で
し

ょ
う
。

　
部
落
の
祭
り
だ
け
で
な
く
、
中
魚

写真は（上）当間部落に保存さ

れている神楽面と（下）分れ道
に立つ道祖神々

〔十日町実業高校多田教諭提供〕

醸

は
も
ち
ろ
ん
、
南
、
北
魚
地
方
に
ま

で
出
か
け
て
、
鎮
守
な
ど
へ
紳
楽
を

奉
納
し
た
と
い
う
古
い
記
録
が
あ
り

部
落
の
人
た
ち
の
骨
折
り
で
大
切
に

伝
え
ら
れ
て
来
ま
し
た
が
、
最
近
の

生
活
様
式
の
変
り
や
、
若
い
人
た
ち

が
減
っ
て
い
く
こ
と
に
災
い
さ
れ
て

だ
ん
く
下
火
に
な
っ
て
し
ま
っ
た

の
は
残
念
な
こ
と
で
す
。

　
市
内
に
は
、
赤
倉
の
他
に
も
菅
沼

や
当
間
な
ど
数
ヵ
所
に
神
楽
が
あ
り

ま
し
た
け
れ
ど
も
、
惜
し
い
こ
と
に

ど
こ
の
部
落
で
も
ほ
と
ん
ど
火
な
わ

れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
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